































































































































































































































































































siṃhamater ānanda pareṇa parataraṃ lokeśvararājo nāma 
tathāgato ’rhan samyaksaṃbuddho loka udapādi 
vidyācaraṇasaṃpannaḥ sugato lokavid anuttaraḥ 
puruṣadamyasārathiḥ śāstā devānāṃ ca manuṣyāṇāṃ ca buddho 
bhagavān|| 
tasya khalu punar ānanda lokeśvararājasya tathāgatasyārhataḥ 
samyaksaṃbuddhasya pravacane dharmākaro nāma bhikṣur 
abhūd　adhimātraṃ smṛtimān gativān prajñāvān adhimātraṃ 
vīryavān udārādhimuktikaḥ|| 
 atha khalv ānanda sa dharmākaro bhikṣur utthāyāsanād 
ekāṃsam uttarāsaṅgaṃ kṛtvā dakṣiṇaṃ jānumaṇḍalaṃ 
pṛthivyāṃ pratiṣṭhāpya yenāsau bhagavāṃl lokeśvararājas 
tathāgatas tenāñjaliṃ praṇamya bhagavantaṃ namaskṛtya 






























p.267c8–10）とあって，梵本の場合は，“paripūrṇāṃś ca dvācatvāriṃśatkalpāṃs 








































文がない。以上の対照文からみると，P-2の文は，梵本の “siṃhamater ānanda 
『大阿弥陀経』における特異な「法蔵菩薩説話段」
－ －85
pareṇa parataraṃ lokeśvararājo nāma tathāgato ’rhan samyaksaṃbuddho loka 
udapādi, vidyācaraṇasaṃpannaḥ, sugato, lokavid anuttaraḥ, puruṣadamyasārathiḥ, 






































































  atha khalv ānanda sa dharmākaro bhikṣus taṃ bhagavantaṃ 
lokeśvararājaṃ tathāgataṃ saṃmukham ābhir gāthābhir 
abhiṣṭutyaitad avocat| aham asmi bhagavann anuttarāṃ 
samyaksaṃbodhim abhisaṃbodhukāmaḥ punaḥ punar 
anut tarāyāṃ samyaksaṃbodhau c i t tam utpādayāmi 
pariṇāmayāmi| tasya me bhagavān sādhu tathā dharmaṃ 
deśayatu yathāham kṣipram anuttarāṃ samyaksaṃbodhim 
abhisaṃbudheyaṃ asamasamas tathāgato loke bhaveyam| 
tāṃś ca me bhagavān ākārān parikīrtayatu yair ahaṃ 
buddhakṣetrasya　guṇavyūha54saṃpadaṃ parigṛhnīyām||
  evam uktaś cānanda sa bhagavāṃl lokeśvararājas tathāgatas 
taṃ bhikṣum etad avocat| tena hi tvaṃ bhikṣo svayam eva 
buddhakṣetraguṇālaṃkāravyūhasaṃpadaṃ parigṛhṇīṣe. so 
‘vocat|  nāhaṃ bhagavann utsahe| api tu bhagavān eva| bhāṣatv 
anyeṣāṃ tathāgatānāṃ buddhakṣetraguṇavyūhālaṃkārasaṃpad






































































sacen me bhagavaṃs tasmin buddhakṣetre ye sattvāḥ 
pratyājātā bhaveyus te cet sarve na jātismarāḥ syur antaśaḥ 
kalpakoṭīniyutaśatasahasrānusmaraṇatayāpi mā tāvad aham 




















































































































athānanda sa lokeśvararājas tathāgato 'rhan samyaksaṃbuddhas 
tasya bhikṣor āśayaṃ jñātvā paripūrṇāṃ varṣakoṭīm ekā-
śītibuddhakoṭīnayutaśatasahasrāṇāṃ buddhakṣetraguṇāl-
aṃkāravyūhasaṃpadaṃ sākārāṃ soddeśāṃ sanirdeśāṃ 
saṃprakāśitavān arthakāmo hitaiṣy anukampako 'nukampām 
























atha khalv ānanda sa dharmākaro bhikṣur yās teṣām ekā-
śītibuddhakoṭīniyutaśatasahasrāṇāṃ buddhaṣetraguṇālaṃk
āravyūhasaṃpadas tāś ca sarvā ekabuddhakṣetre parigr̥hya 
bhagavato lokeśvararājasya tathāgatasya pādau śirasā 
vanditvā pradakṣiṇīkr̥tya tasya bhagavato ’ntikāt prākrāmat 
uttari ca pañca kalpān buddhakṣetraguṇālaṃkāravyūhasaṃ-
padam udāratarāṃ ca praṇītataraṃ ca sarvaloke daśasu kikṣv 
apracaritapūrvaṃ parigr̥hītavān udārataraṃ ca praṇidhānam 


















































































































































































































＿＿＿ （2011）The Larger and Small Sukhāvatīvyūha sūtras: Edited With Introductory Remarks and 













Nattier, Jan (2006–2007): The Names of Amtābha/Amitāyus in Early Chinese Buddhist 
Translations(1,2), Annual Report of The International Research Institute for Advanced Buddhology 












＿＿ （XIAO Yue）（2009）”A Study on the Buddha’s Names (Amituo / Wuliang qingjing) in the 
Early Rencension of the Larger Sukhāvatīvyūha sūtra”, The Bulletin Of The Association of Buddhist 








* 本 稿 の 一 部 は，2011 年 8 月 5 日 に 大 谷 大 学 で 開 か れ た 第 15 回 国 際 真 宗 学 会（The 
International Association of Shin Buddhist Studies） で 発 表 し た “Two Kinds of Twenty-four 
Vows in the Early Rencension of the Larger Sukhāvatīvyūha sūtra” の 英文原稿より日本語にし
たものである。本稿で引用した漢訳仏典テキストのデータは，中華電子仏典協会より 2011
年 4 月に配布された “CBETA Chinese Electronic Tripitaka Collection Version April 2011”CD





































































































































































































54　梵本に vyūha が三回見られる。Jan Nattier 氏と辛嶋静志氏は，『無量清浄平等覚経』の「無
量清浄仏」の「清浄」の原語は vyūha であるという指摘をしている（Jan Nattier (2007)，
辛嶋静志（2010），p.36）。だが，表 2 の梵本に vyūha が三回あるのに，『平等覚経』の対応
文に「清浄」用語がまったく見られない。また，更に、『平等覚経』の「歎仏偈」に「十
方往生者，其心悦清浄，已来到我国，快楽喜安穏。幸仏見信明，是我第一証，発願在於彼，
精進力所欲」の偈文があって、梵本にそれに対応する文は、“daśadiśata samāgatāni sattvā 
tatra gatāḥ sukham eti santi kṣipram| buddha mama pramāṇa atra sākṣī avitathavīryabalaṃ 
janemi cchandaṃ” （十方より来集した生ける者たちは，かしこに行き，彼らはすみやかに
安楽となる。この点について，仏はわたくしの基準であり，証人である。真実の精進力の










































































という偈文は梵本の “rūpam api anantu sattvasāre tatha api buddhasvaro anantaghoṣaḥ| śīlam 




p.280b19–20）」という偈文は，梵本の “dānadamathaśīlakṣāntivīryadhyānasamādhi tathaiva 
agraśreṣṭhāṃ ebhi ahu vratāṃ samādadāmi buddha bhaviṣyāmi sarvasattvatrātā”（布施と訓練
と戒と忍辱と精進と禅と三昧，これらとともに，同じく，最高・最良なるもろもろの禁誓を，
わたくしは受持する。【わたくしは】一切のいけるものの救済者である仏になろう。）に対




梵本の samādhi、また dhyānasamādhi に対応する。
76　柴田泰山（2009）を参照。
77　『平等覚経』の対応文に，「我作仏時」（一回のみ）となっている。『平等覚経』の各本願
文の始まりは「（一…二十四）我作仏時」である。従って，『平等覚経』の各本願文の最初の「我
作仏時」の表現が『大阿弥陀経』の「令我作仏時」より修訂したものである。
78　藤田宏達（2007），pp.88を参照。
79　末木文美士（1980），p.256；苅谷定彦（2003），p.5を参照。例えば，筆者の従来の発表
にすでに指摘したように，『大阿弥陀経』の第七願の原初形態は現在の梵本と同じような
形態であること，と指摘した（拙稿（2011），pp.16–19を参照）。従って，第七願は，往生
に直接に関わりの本願文で古い時代からすでに存在した。
80　例えば，第七願の原初形態は，次の下線を除く部分ではないか。「第七願：使某作佛時，
令八方，上下無央數佛國，諸天人民，若善男子，善女人，有作菩薩道，奉行六波羅蜜經。
若作沙門，不毀經戒，斷愛欲，齋戒清淨，一心念欲生我國，晝夜不斷絕。若其人壽欲終時，
我即與諸菩薩，阿羅漢，共飛行迎之，即來生我國；則作阿惟越致菩薩，智慧勇猛。得是願
乃作佛，不得是願終不作佛」。第五願の原初形態は，次の下線を除く部分ではないか。「第
五願：使某作佛時，令八方，上下諸無央數天人民，及蜎飛蠕動之類，若前世作惡，聞我名字，
欲來生我國者，即便反政自悔過，為道作善，便持經戒，願欲生我國不斷絕。壽終皆令不復
泥犁，禽獸，薜荔，即生我國，在心所願。得是願乃作佛，不得是願終不作佛」。其の内見
られる「六波羅蜜經」，「蜎飛蠕動」，「前世」，「作悪」，「悔過」，「持経戒」，「斎戒清浄」等
の用語は，経典の後半の「五悪段」と深い関連性がある。それらに関しては，拙稿（2012b）
を参照。
81　大田利生（2004），pp.30–31を参照。
82　仏は阿難におっしゃった。「楼夷亘羅仏は，彼が気高く賢明であり，願いが素晴らしい
の知り，曇摩迦菩薩に（次のような）教えを説かれた。『たとえば，世界の大海の水を一
人の人がますて量ろうとして，一劫の間，休まらないなら，やはり汲みつくして空にし，
底にある泥に（まで）到達するが，人がひたすら道を求める場合はどうだろうか。一体到
達できないだろうか？たゆまず求めて精進し続ければ，必ず心に抱いている願いを成就す
ることができるはずだ』。曇摩迦菩薩は，楼夷亘羅仏がこのように教えを説かれたのを聞き，
飛び上がらんばかりに大喜びした。そので仏は，二百十億の仏国の神々や人々の善悪と国
土の美　を選んで（説き），心中の願を選び取らせた（辛嶋静志（1999），pp.138–140を参照）。
83　そこで，アーナンダよ，かのローケーシュヴァラ・ラージャ如来・応供・正等覚者は，
かの比丘の意向を知ったのち，利益を欲し，福利を求め，憐愍を起こし，仏の道筋を絶
やさないため，生けるものたちに対して大悲を生じて，満千万年の間，八十一の十万・
百万・千万倍という仏たちの仏国土の功徳の厳飾と荘厳の成就を［その］様相や説明や解
釈をつけて説き明かされた（藤田宏達（1975）p.55を参照）。
84　他の諸本の対応文は，大田利生（2005）,  pp.32–33を参照。
仏教学会紀要　第17号
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85　楼夷亘羅仏が教えを説き終えると，曇摩迦はすぐさま心を集中して，すぐ超人的眼力（す
なわち）（一切を）はっきり見る視力を得，自分の眼で二百十億の仏国の神々や人々の善
悪と国土の美醜をすべてみた。そして心中の願を選び，すぐさまこの二十四願の教えを纏
めて，大事に実践した。勇敢ましく精進し，（この願の成就を）懸命に求めた。このよう
に無数劫の間に，師事し供養した過去仏もまた無数であった（辛嶋静志（1999），p.141を
参照）。
86　藤田宏達氏の現代の日本語訳は，「さて，アーナンダよ，かのダルマ―カラ比丘は，こ
れら八十一の十万・百万・千万倍という仏たちの仏国土の功徳の厳飾と荘厳の成就を，す
べて，一つの仏国土の中におさめとって，世尊ローケージュヴァラ・ラージャ如来の両足
を頭に頂いて敬礼し，右まわりにまわって，かの世尊のそばから退いた。そして，さらに
五劫の間，より広大で，より勝妙な，十方の一切の世間においてかつて現れたことのない，
仏国土の功徳の厳飾の成就をおさめとって，より広大な誓願を立てた（藤田宏達(1975)，
pp.55–56）」とある。
87　 百済康義（1989），p.385を参照。
88　 字数から見ると，『如来会』の文では，28字で，『荘厳経』では，40文字である。一方，『大
阿弥陀経』の文では，138字で，『平等覚経』では，135文字である。
89　 また，下記の表10の『大阿弥陀経』の本願文の直前の文に「阿弥陀仏為菩薩時」の表現
がある。そして，本願文の直後に，「阿弥陀為菩薩時，常奉行是二十四願。分檀布施，不
犯道禁，忍辱，精進，一心，智慧；志願常勇猛，不毀經法，求索不懈」という文がある。
また，『大阿弥陀経』における阿弥陀仏国土の自然の無為の有様に関する文には，「阿弥陀
仏本為菩薩時，所願勇猛，精進不懈」（T.12, p.308a16–17，「初期無量寿経」のみ存在する（大
田利生（2004），pp.124–125を参照）の文がある。太田利生氏もこれについてすでに注目し
たが，氏は漢訳仏典の成立の立場からの論説ではなく，阿弥陀仏の人格表現より宗教の立
場からこの問題を解釈した（大田利生（2000），p.369—376を参照）。以上のような菩薩行
に関する表現は，阿弥陀仏の二十四願と深い関わりがある。
90　 「後期無量寿経」のすべての諸本に，これに対応する文は見られない（大田利生（2004），
pp.38–39を参照）。
91　 「五悪段」おける六波羅蜜は，拙稿（2012）を参照。
92　 藤田宏達（2007），pp.88を参照。
（付記：指導教官の福原隆善先生には，ていねいに疑問点を示して頂き，日本
語の誤りを修正していただくなど，ご指導を賜った。角野玄樹先生にも日本語
をチェックして頂いた。更に，藤田宏達先生，大田利生先生から貴重な著作を
頂き，本論の作成に非常に便利になった。諸先生方に深く感謝の意を表したい。
ただし，本稿に残っているであろうミスは，全て筆者の責任である。）
